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1 ．はじめに
18世紀後半は，北太平洋地域における情勢が大きく
変わろうとする時期であった．
先立つ17世紀末，シベリアを横断したロシア人は，
カムチャツカ半島へ進行し，18世紀初期から千島列島
の南下を開始した．さらに，第 2 次ベーリング （V. 
Bering）  探検隊（1733-1743）によって，ロシア人の
活動範囲はカムチャツカから北太平洋地域，とりわけ
アリューシャン列島とアラスカ海岸付近へと拡大し，
ロシア人猟師1）やコサック2） は千島と北太平洋地域に
おいて，狩猟活動を行うようになった．当時，これら
の地域が海獣の宝庫であることは他国には知られてお
らず，ロシアは得られた毛皮の利益を享受していた．
しかし，18世紀後半に入ると，北太平洋地域には，
クック（J. Cook）第 3 次探検隊 （1776-1780） をはじめ，
欧米諸国の船が相次いで進出してくるようになった．
北西航路3）を発見するために北太平洋へ派遣されたイ
ギリス人探検家クックは1778年に北アメリカ北西海岸
に達したが，その際，乗組員が先住民から安値でラッ
コの毛皮を入手した．その帰途において，探検隊は清
国の広東に立ち寄り，乗組員が入手したラッコの毛皮
をたまたま中国商人に売却したところ，驚くほどの高
値がついた．この出来事が1784年に出版されたクック
探検隊の周航記に記されたことから，北太平洋は毛皮
獣資源が豊富であり，その商品価値は高いという情報
が広く欧米諸国に伝わった．
こうして1785年以降，イギリスやアメリカ4）の船な
どが続々と北太平洋へ進路を向け，北西海岸と広東の
間を往来して，清国を主な市場とする毛皮交易を競い
合うようになった5）．また，これら欧米諸国の船はロ
シア人が活動しているカムチャツカ，アリューシャン
列島とアラスカ海岸付近にも頻繁に姿を現し始めた．
これに刺激され，ロシア政府は他の国々に対して，自
国民が活動している地域を自国の領土とする方向へと
政策を転換し，1785年にビリングス（Billings）探検
隊を，また1787年にムロフスキー（Mulovskii）探検
隊を組織した．このように，クックの周航記は欧米諸
国の北太平洋地域への進出を促し，ロシア政府が探検
隊の派遣を決意する動因となった． 
しかし，こうした領土政策の転換は具体的にはどの
ように行われたのだろう．この時期の情勢に関する主
な先行研究としては，ロシア人の毛皮狩猟活動の組織
化にも論及しつつ，毛皮狩猟活動に関するロシア政府
の施策と政府が組織した探検隊について論じたマカロ
ヴァ （R.L. Makarova） の研究と18世紀後半のロシア政
府による探検隊を扱ったイストミン （A.A. Istomin） の
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18世紀後半まで，毛皮獣の豊富なアリューシャン列島を含む北太平洋地域はロシア人の独壇場であり，ロシア人猟
師は毛皮狩猟に従事し，先住民を狩猟のために使役しつつ，彼らに毛皮税を課して，この地方の支配を進めたが，そ
れはまだ政府の関与の少ない無秩序なものであった．しかし，18世紀後半の第 3 次クック探検隊の周航記により，北
太平洋は海獣の宝庫であることが外国に知られ，それ以降欧米諸国の船が続々と北太平洋地域に頻繁に姿を現し始め
た．こうした動きに対し，ロシア政府はロシア人が活動している地域を確保し，正式に領土化する政策を打ち出し，
二つの探検隊を組織した．
本稿は，これらの探検隊の行動に焦点を当て，あまり重視されてこなかった，領土確保において重要な意味を持つ
先住民対応にも配慮して，どのような政策に探検の重点が置かれていたかを検討し，この時期のロシア政府の領土確
保の具体的内容を明らかにする．
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論文などがある6）．このうち，イストミンはロシア政府
のこの時期における探検派遣の動機に言及し，北太平
洋における欧米諸国の進出によって領土確保の競争が
激化したために，ロシア商人や猟師が活動している地
域に関する信頼性のある地理学的知識を確保する必要
性に迫られ，クック探検隊の北太平洋進出に対する対
抗意識もあって，政府は探検隊を組織したと論じてい
る （Istomin 1997: 223-225）．またマカロヴァは，欧米
諸国の北太平洋への進出は，ロシアがいち早くこの地
域に進出することで獲得した優位さや毛皮交易の独占
を脅かすものであり，そのためにロシアはこの地域の
領土確保に乗り出したのであり，ロシア政府が探検隊
を組織した意図とは，北太平洋地域を領土化するもの
だったと考察している （Makarova 1968: 146-152）．
このように従来の研究では，ロシア政府の探検隊派
遣の動機が「領土確保」にあったことが詳しく論じら
れている．しかし，「領土確保」自体の具体的内容は
明確にされていない．
国際法的には，この種の領土確保ないし領土化は，
先占の行為に該当し，ヨーロッパ諸国が非ヨーロッパ
地域を先占し支配することを認める国際法上の要件と
して19世紀末には，1．先占の主体は国家，2．先占の
客体は無主の土地，3．領有の意思の明示，4．実効的
な占有，の 4 つの条件が確立していた．このうち条件
3 の領有意思の表明は，通常は，宣言，国旗掲揚，十
字架の建設，王室の紋章を刻んだ記念塔の建立，原住
民との会食などの占有意思を表わす象徴的合併行為に
よって行われ，また，そうした行為を実質化するもの
として，条件 4 に示された原住民の保護を伴う安定し
た地方権力の確立が求められた．こうした先占の条件
は，実質上18世紀末までには植民地を持つ主要な国家
で合意されており，本稿が扱う時期においても，領土
確保にあたって各国はこうした慣行を意識していたと
考えられる（太壽1955: 38，55-57）．しかし，上記の
条件，特に条件 3 や 4 に関する事柄を含め，欧米諸国
が進出してからのロシア政府の領土確保の具体的方
針，探検にあたって重視された政策はどのようなもの
だったのか，ロシア商人の活動，また先住民対応はど
のように変化したのか，これらの点は，上述した研究
では，明確に述べられていない．
こうした問題意識に基づき，本稿では，中央政府と
地方政府に関する指令状や探検隊に関する報告書等の
史料を再検討し，18世紀後半北太平洋地域においてロ
シアが行った探検およびロシア政府の政策の実態を明
らかにしてみたい．
以下，本稿の第 2 章では欧米諸国の進出以前に北太
平洋地域で活動していたロシア人商人の動向，彼らと
先住民の関わり，ロシア政府の関与の姿勢および対応
を検討する．次いで第 3 章では，ロシア政府が計画し
たビリングス探検隊とムロフスキー探検隊の派遣（後
者は計画のみに終わった）を取り上げ，探検の方針を
比較し，政策の重点の異動を検討する．また商人シェ
リホフ （Shelikhov） の活動にも触れる7）．
2 ．欧米諸国の進出以前の北太平洋地域
2.1　ロシア商人の活動と政府の対応
18世紀後半，シベリア商人は一時的に小さな商会を
作り，狩猟のための船を千島とアリューシャン列島を
含む北太平洋へ派遣し，獲得した毛皮の大部分を露清
国境の交易地キャフタ（Kiakhta）で清国商人に高値
で売却した8）．商船隊の活動は，毛皮を得ることが主
眼であったが，同時に新たな島々の発見にも結び付い
た．商人が売却した毛皮の代金のうち十分の一を税関
で支払う義務があり，ロシア政府は，毛皮にかかる税
収が国庫にとって収入の増加につながったため，商人
の活動を奨励し，新領土の拡大への貢献に加わった商
人に対しては，褒美としてメダルや貴族の称号を与え
る方針をとった．また船を派遣するための準備を地方
機関の裁量に任せ，1764年 4 月にロシア政府はカム
チャツカ長官宛てに勅令を下し，狩猟に向かう船や猟
師に規制をかけることなく，できるかぎりの援助を与
えるよう指示した（Pavlov 1957: 15-16）9）．
しかし，ロシア人猟師や商人には科学的な知識が少
なかったため，発見された島々についての記録は不足
していた．そのため，ロシア政府は航海士による調査
が必要だと判断し，1764年から1769年の間，海運士官
クレニツイン（P.K. Krenitsyn）とレヴァショフ（M.D. 
Levashov）の指揮下に，「秘密」の探検隊を編成した．
探検の目的は，ロシア人猟師が発見したアリューシャ
ン列島の島々について正確な情報を収集し，地図を作
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成することにあった．その探検隊には莫大な費用がか
かったが，レヴァショフはウナラスカ （Unalaska）島，
またクレニツインはウニマク （Unimak）島に滞在し
た際，先住民であるアリュート （Aleut） 人の習慣な
どについては貴重な情報を収集できたものの，ア
リューシャン列島について作成された地図は正確では
なかった （Makarova 1968: 146） 10）．
その後も千島とアリューシャン列島への商船隊の派
遣は活発に行われた．
2.2　ロシア人の先住民対応
ロシア人が活動していたシベリア，カムチャツカ，
千島や北太平洋地域においては，多くの先住民が居住
していた．北太平洋地域には，チュコト（Chugotsk） 
半島のチュクチ （Chukchi） 人，アリューシャン列島
のアリュート人，コデイアック（Kodiak）島のコニ
アグ （Koniag） 人などがいた．
ロシア人猟師はこれらの地域に進出すると，先住民
を ロ シ ア 国 家 へ 服 属 さ せ， 彼 ら か ら ヤ サ ー ク 
（iasak）11）という毛皮税を徴収しようとした．しかし，
先住民との関係は必ずしも良好なものとはいえず，例
えばチュコト半島のチュクチ人はヤサーク納入やロシ
ア臣民化への編入に強く抵抗した12）．
ここではその一例としてアリュート人 に焦点を当
て，彼らへの対応を述べておく．
アリューシャン列島では，特に1760年代から1780年
代まで商船隊が殺到した．ロシア猟師は島々に着岸す
ると，越冬のための宿営地を作り，乗組員を班に分け
た．班は 3 ， 4 人で構成され， 1 艘の小舟に食糧，兵
器，衣類，犬などを乗せ，いくつかの班とあわせて一
団（artel）の狩猟隊が組織された．実際に狩猟を行
う時は，いくつかの組がまとまって，猟場に派遣され
た（Bancroft 1970: 232-234）．猟は長期に及ぶことも
多く，時には 3 年にわたる場合もあった．このように，
ロシア人猟師も狩猟に従事したが，毛皮の大部分は狩
猟技術の上手なアリュート人やコニアグ人によって行
われ，ロシア人は毛皮獣を捕まえるための狩猟道具を
用意するだけだった （Wheeler 1965  : 25）．またロシ
ア人猟師はしばしばアリュート人の首長の子供を何人
か人質として要求し，人質解放のためには，アリュー
ト人はロシア人が求める数の毛皮を調達する必要が
あったが，より多くの毛皮を持参した場合，その分を
ガラス玉，羊毛，銅製のやかん，手斧などと交換した 
（Coxe 1970: 221）．狩猟をめぐる猟師間の競争が激し
くなると，ロシア人はアリュート人を酷使するように
なったため，アリュート人はロシア人を嫌い，共謀し
てロシア人を襲撃したり， 殺害したりすることもあっ
た．しかし島々を訪れるロシア人猟師は徐々に増え，
また火器を使用したため， アリュート人は抵抗するす
べを失った．特に1760年代にロシア人とアリュート人
の間の衝突が激化し，アリューシャン列島の人口は激
減した （Morgan 1980: 94）．
以上のように，アリュート人はロシア人猟師の利己
的行動に翻弄されていた様子が窺える．
一方，主に商船隊宛の指令状のなかに示されている
この時期のロシア政府の先住民対応の方針は，例えば
次のようなものであった．
女帝エカテリナ 2 世はシベリア県総督チチェーリン
（D.I. Chicherin） からアリューシャン列島で新たな六
つの島々が発見され，ロシア領となった報告を受けた
後に，1766年 3 月 2 日にチチェーリン宛てに覚書を出
し，島々を発見したコサックを称えるため貴族の身分
を与えるよう命じた．また女帝は，島々の先住民を丁
重に扱い，ヤサークを徴収する時，彼らを騙したり，
酷 使 し な い よ う に 猟 師 に 指 示 せ よ と 述 べ た 
（Speranskii 1830，No.12589: 603-604）．
このように，ロシア政府は猟師などに対しては先住
民を丁重に扱うよう呼び掛けたが，北太平洋地域にお
いては，アリューシャン列島のような遠方の島々の行
政は確立しておらず，また先住民への不当な扱いを防
ぐ部局もなく，そのうえ，先住民の権利に関する取り
決めもなかったため，ロシア政府はロシア人による先
住民への不当な扱いを防ぐことができなかった．
その後も狩猟において競争するコサックや猟師など
が自由にアリューシャン列島に進入し，先住民に対し
て残酷な行為を行った．　
3 ．欧米諸国の進出以後の北太平洋地域
3.1　クック探検隊のカムチャツカ来訪
1770年代にイギリス政府は北西航路の発見を報奨す
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ると宣言し，それに魅せられ，クック第 3 次探検隊が
1776年に北太平洋へ旅立った．
早くも1777年の 5 月31日に当時のカムチャツカ長官
ベーム （M.C. Behm） がイルクーツク県知事ネムツォ
フ （F. Nemtsov）から，カムチャツカの防備を増強し，
カムチャツカ海域に現れる可能性がある外国船がペト
ロパヴロフスク（Petropavlovsk）港へ入港するのを
防止するように指示された．上陸を阻止するために考
えうるあらゆる措置を講じ，もし外国人が「悪しき意
図」を示す場合は，敵に対するように行動せよと命じ
られた（Makarova 1968: 148）．
さらに，ネムツォフは翌1778年 9 月16日に千島とア
リューシャン列島へ赴く商人宛に指令状を出し，その
なかで，毛皮狩猟をめぐるロシア人と先住民との衝突
を懸念し，商会の狩猟をより効果的に行うには，先住
民と友好関係を築くことが重要であると述べた．また，
イギリス，フランス，ポルトガルなどヨーロッパ諸国
もアリューシャン列島と千島における毛皮狩猟に興味
を示す可能性があり，ロシア人が先住民と友好関係を
築かない場合は，彼らが懐柔政策に乗り出す可能性も
あ る と い う 懸 念 を 表 明 し た （Alekseev/Makarova 
1989，No.55: 170-176）．
半年後，ネムツォフの懸念が現実となる事件が起き，
1779年 4 月18日にクック探検隊の二艘の船が，水と食
料供給のため，カムチャツカのペトロパヴロフスクへ
入港し， 6 月14日まで滞在した．突然のイギリス船の
来航は騒動を起こし，ロシア人を大きく驚かせたが，
カムチャツカ長官ベームがイギリス人に対応し，彼ら
へ食糧援助などの協力を行った （Sgibnev 1869: 22-
23）．イギリス人の来訪はエカテリナ2世へも報告され，
女帝はカムチャツカの防衛体制をとるよう指示を出し
た （Sgibnev 1869: 25） 13）．
1784年にはクック探検の周航記が出版され，それは
エカテリナ 2 世の指示によってロシア語に翻訳され
た．クックが作成した地図には，ロシア人が既に名づ
けていた土地に英語の地名が記されており，クック探
検隊とロシア人との接触も記載されていた （Okun 
1939: 15）．ロシア政府はこれを看過することはでき
ず，北太平洋地域へのロシアの対応は変わり始めた．
3.2　ロシア政府による探検隊の組織
3.2.1　ビリングス探検隊の計画
1785年，フランスの新聞がラ・ペルーズ （J.F. de 
La Pérouse）探検隊の北太平洋への出発を予告したた
め，ロシア政府はこれに対抗すべく，急遽探険隊を派
遣することにし，同年に極秘の太平洋北部探検隊を組
織した．その際，かつてはクック探検隊の一員であり，
当時ロシアに仕えていた，イギリス海軍士官ビリング
ス（J. Billings）が隊長に任命された14）．探検隊の人
数は約150人に及び，ビリングスの補佐としてイギリ
ス人士官ホール（R. Hall），海軍士官サルィチェフ（G.A. 
Sarychev），通訳者兼秘書官としてイギリス人ザウ
アー（M. Sauer），また博物館学者としてドイツ人メ
ルク（C.H. Merck）が同行した15）．
1785年 8 月 8 日にエカテリナ 2 世と海軍省はビリン
グス宛てに勅令を出した （Alekseev/Makarova 1989， 
No.66: 204-207）．そこには，調査についての細かい規
定が記載されており，当時のロシア政府の方針がよく
表れているので，その概略を述べておく．
勅令によると，探検の目的は，「ロシア帝国の最東
端の海岸を見つけ，その海域を探検する」こととされ，
また主要な探査項目には，コルィマ（Kolyma）川の
河口の調査，コルィマ河口からチュコト半島までの北
極海沿岸の探検，チュコト半島の調査，またシベリア
からアラスカ海岸までのアリューシャン列島などの
島々の探索，正確な地図の作成が含まれていた．また
航海中にイギリス，フランスなど，ヨーロッパ諸国の
国旗を掲げる船に遭遇した場合，親密に振る舞い，紛
争が起こらないようにすること，ロシア人の居住の有
無にかかわらず，他の国々に属していない海岸や島々
をロシア人が先に発見した場合は，先住民の承諾を得
てロシア領にすることが指示されていた．
先住民との接触に関しては，未知の先住民の人口，
宗教，習慣などについての正確な情報と，彼らの言語
を調べるため，贈物として金 5 千ルーブルでビーズ，
ナイフなどを購入し用意しておくこと，チュクチ人に
ついて調査を行い，彼らをロシア臣民とするための説
得を行うこと，アリューシャン列島において，ロシア
臣民となった先住民男性の正確な人口調査を行い，そ
れに基づいてヤサークを徴収することなどが命じられ
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ていた．また，新たに発見した土地をロシア領とし，
先住民がロシア臣民となるよう促すため，勅令はさら
に以下のような具体的な指示を与えていた．すなわち，
彼らの風俗を尊重しながら，先住民と他の欧米諸国の
接触や欧米諸国の製品の所持の有無を調べ，先住民の
首長に贈物やロシア人との永遠の友好の印であるメダ
ルを与え，首長を通じて配下の先住民をも従属させる．
またロシアの習慣として，友人である先住民が住んで
いる場所を再訪できるよう，海岸の高所に柱を立てる
許可を得る．その柱にはロシア紋章をつけ先住民を発
見した日付，彼らについての簡単な記述，彼らが自発
的にロシア臣民となったことを刻み，それがエカテリ
ナ2世の栄誉に満ちた治世の間に行われたことを言明
したうえで，決して柱を撤去してはいけないと彼らに
申し渡し，メダルも首にかけたままにしておかなけれ
ばならないと諭す．また探検隊はできるだけ武力を用
いず，用いる場合はあくまでも威嚇程度か自衛のため
とし，先住民の攻撃から身を護り絶えず用心する．さ
らに彼らから人質を取る一方で好意的に振る舞い，贈
物を与え，首にメダルをかけさせ，他の先住民とも接
触し，彼らに毛皮，動物の脂肪，魚などを持ってくる
よう伝える，等々．
ビリングスへの勅令は，このように先住民との接し
方をこと細かに規定し，先住民がロシア人の訪問を待
ち望み，ヤサークの徴収を容易にさせるための施策が
述べられていた．
以上のようにビリングス探検隊は，外国船との紛争
を避けつつ北太平洋地域の無主の土地を領土化するこ
とを方針としていた．また先住民をロシア臣民とする
ための懐柔方法が具体的に指示され，首長らに「ロシ
ア人との友好を示すメダル」を与えるという新たな方
策も加えられた16）．これまでロシア人は先住民に対し，
その功績に応じて針，煙草，ビーズなどの贈物を報賞
として与えていたが，ビリングス探検隊が先住民に「メ
ダル」を与えた際の意図は「報賞」ではなく，欧米諸
国の人々にその先住民がロシア人と既に接触している
ことを知らせることにあったと思われる．
3.2.2 ムロフスキー探検隊の計画
その間にも北太平洋には外国船が徐々に出現するよ
うになり，これに対しロシア政府はますます懸念を抱
く よ う に な っ た．1786年12月 に ソ イ モ ノ フ（P.A. 
Soimonov）少将は商業参議会会頭ヴォロンツォフ 
（M.I. Vorontsov）伯爵宛てに太平洋における毛皮狩
猟の組織と外国との交易に関する書簡を出した
（Alekseev/Makarova 1989， No.71: 225-228）．そのな
かでソイモノフは，北太平洋におけるロシアの狩猟活
動の環境はクックの探検によって変化を遂げ，イギリ
ス人はクックの発見を自らの利益につなげるため，数
艘の船を北太平洋へ派遣するようになったという所見
を述べた．またイギリス東インド会社が派遣した船
（Otter号）は 3 万英ポンドの毛皮を広東に持参した
が，船長は，先住民と交換する品数を増やせば，積荷
は10万英ポンドになっただろうと述べたこと，イギリ
ス人はこの交易を中国だけではなく，日本までも拡大
する考えがあること等を記している．ソイモノフはま
た，先住民が徴税の意味を理解できず，自分たちを制
圧するための手段だと思い込み，また遠隔地における
ヤサークの不正徴収を政府が取締りできないことか
ら，彼らはロシア人に対して恨みを持つようになった
と指摘し，先住民と誠実な関係を築くため，先住民が
自発的に提供する贈物をもってヤサーク徴収の代わり
とすることを勧めた．
ソイモノフの報告をもとに，ヴォロンツォフと外務
省の一員であるベズボロトコ（A.A.Bezborodko）は，
エカテリナ 2 世宛てに，ロシア人によって発見された
太平洋の領土に対するロシアの権利を維持する方法に
ついての覚書を提出した （Alekseev/Makarova 1989， 
No.72: 229-232）．覚書には，確固たるロシア領として，
1. 北緯55度21分から，ベーリング大尉，チリコフ（A. 
Chirikov）大尉らのロシア人が達した緯度までのアメ
リカ大陸岸，2．ベーリング大尉が発見したアラスカ
海岸とアラスカ半島の付近の島々，3．アリューシャ
ン列島，フォックス（Fox）諸島およびロシア人猟師
が毎年訪れる北の島々，4．シュパンベルグ（M. 
Spangberg）大尉とウォールトン（W. Walton）大尉
が発見した千島の島々の名が挙げられ，エカテリナ 2
世はヨーロッパ諸国に向けて，これらがロシア領であ
ると正式に宣言すべきであり，この地域での交易権は
ロシアが保有しており，外国船の渡航を禁止する勅令
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を下す必要があると記されていた．覚書ではまた，外
国船のロシア領への侵入を防ぐため北太平洋に艦隊を
派遣すべきであり，外国船が先住民との交易のためこ
の地域へ侵入するのを阻止できる有能な士官を同行さ
せる必要も指摘されていた．
このような動きをうけて1786年12月22日にエカテリ
ナ 2 世は外務省宛てに，太平洋においてロシア人が発
見した土地と島々に対するロシアの権利を全力で維持
するよう勅令を出した （Alekseev/Makarova 1989， 
No. 73: 232）．また同日エカテリナ 2 世は海運省宛て
に，太平洋でロシアが発見した土地を守り，ロシアの
領有権を確保するために艦隊を太平洋へ派遣する勅令
を下し，バルト海から4艘の軍艦をカムチャツカへ派
遣することを認可した．女帝はまた海運省の責任で，
船 の 装 備 と 派 遣 を 速 や か に 行 う よ う 命 じ た 
（Alekseev/Makarova 1989，No.74: 232-233）．
こうして1787年 4 月17日以降海運省は，ロシア初の
世界周航を指揮するムロフスキー（G.I. Mulovskii）
海軍大佐に探検隊の課題についての指示を出し，  4 艘
の船からなる艦隊をバルト海から喜望岬を経由してカ
ムチャツカへ向かわせ，カムチャツカに着いたら艦隊
を 2 組に分け， 2 艘はアメリカ海岸へ， 2 艘は千島へ
航海することを命じた（Alekseev/Makarova 1989，
No.75: 233-242）．
このうち千島へ向かう 2 艘には，日本とカムチャツ
カのロパトカ岬間の島々を調査して地図を作成して，
正式にロシア領に編入し，サハリンの海岸やアムール
の河口なども調査したうえでアラスカ海岸に沿って適
切な場所にロシアの紋章のついた標識を設置し，ロシ
ア語とラテン語の刻銘のあるメダルを埋め，ロシア領
土であることを正式に宣言すること，チュガク 
（Chugach） 湾，ケナイ（Kenai） 湾付近に他国の要塞
や拠点を見つけた場合はそれを破壊すること，また他
国の紋章を記した標識を見つけた場合，それを破壊し
たり掘り出すことなどが指示された．さらにロシア領
へ外国船が渡来した場合，今後この地域へ侵入したり，
拠点を設けて交易をすることを一切禁止し，直ちにロ
シア領を去るよう伝えることなども命ぜられていた．
また先住民と遭遇した場合には好意的に振る舞い，首
長に贈物とメダルを配り，彼らにロシア臣民となるよ
う説得しヤサークを徴収すること，彼らがロシア人に
好意をもつよう丁重に扱い，彼らが見た外国船につい
ての情報を探るよう命じるなど，探検隊に求められた
先住民に対する行動は，ビリングス探検隊への指示と
一致していた．
ムロフスキーの探検は軍事的行動を伴う可能性を含
み，北太平洋における他の国々の活動を阻止して，ロ
シアが発見した土地や島々の領有を正式に宣言し，ロ
シアの勢力範囲を確定しようするものだった．しかし，
ムロフスキー探検隊は，1788年に開始されたロシアと
トルコとの戦争，またスウェーデンとの開戦のため中
止となり，探検隊のために用意された船とその構成員
の大部分は地中海の艦隊に参加することとなった．
3.3　シェリホフの活動
ロシア猟師の乱獲により，1780年代には，アリュー
シャン列島の毛皮獣が減少し，狩猟の範囲は徐々にア
ラスカ海岸付近の島々へ移った．それにより航海期間
は長くなり，船の装備費用も増加したため，小さな商
会は次第に淘汰され，大きな商会の力が強まった
（Makarova 1968: 115-116）．
そこで，ルィルスク（Rylsk）生まれの商人シェリホ
フ（G.I. Shelikhov）は長期的な契約に基づく商会をつ
くるため，1781年にクルスク（Kursk）商人ゴリコフ（I. 
L. Golikov）およびゴリコフ（M. S. Golikov）17）と共に
10年契約のゴリコフ・シェリホフ商会を設立した 
（Makarova 1968: 120）．シェリホフはルィルスク市会
に宛てて商会の活動内容を説明し，活動の主眼は，新
たな土地や島々を発見するとともに，先住民をロシア
臣民とし，狩猟に従事させることにあるという考えを
示した（Alekseev/Makarova 1989，No.65: 203）．シェ
リホフはオホーツク（Okhotsk）で 3 艘の船を建造し，
192人の猟師とともにコディアック島へ向かった．シェ
リホフと妻が乗った船はベーリング （Bering） 島で越
冬してから，1784年8月にコディアック島に到達した．
シェリホフは先住民であるコニアグ（コニャーギ）
人 （Koniag） 人の抵抗を鎮圧し，要塞を築き，ロシア
人の北太平洋における最初の居住地を開設し，この居
住地がこれ以後アラスカ海岸への進出の拠点となっ
た18）．シェリホフは隣島のアフォグナク（Afognak）
─  47  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
島とケナイ湾入口にも要塞を設け，1786年までこの付
近で猟師団を送って毛皮猟を行わせた （Makarova 
1968: 121）．1786年にはエニセイスク（Eniseisk）商
人サモイロフ（Samoilov）をコディアック島の居住地
の支配人に任命し，狩猟活動を継続するとともに隣の
島にある要塞を拡充し，アメリカ海岸沿いにカリフォ
ルニアの北緯40度までロシアの支配権を広げて新たな
要塞を設け，ロシア領土であることを示すための銅板
を埋め，先住民の抵抗を回避するよう指示した
（Andreev 1944，No.3: 46-59）．
その後，シェリホフはオホーツクを経由し，1787年
4 月にイルクーツクへ戻り，同県知事ヤコビ（Iakobi）
に，ゴリコフ・シェリホフ商会の活動について報告し，
そのなかで北太平洋における外国船の狩猟活動につい
て触れ，彼らにはこの地域に進入する権利はなく，ロ
シアに所属すべき利益を横取りしようとしているの
で，この地域における外国船の狩猟や交易を取り締ま
るべきであると進言した （Andreev 1944，No.6: 66-
73）．また同年にシェリホフは商会の今後の計画につ
いて覚書を出し，北太平洋における活動と居住地の安
全を確保し，これを拡大することは政府の援助と保護
なしには不可能であるという見解を示した （Andreev 
1944， No.9: 81-85）．シェリホフは居住地と要塞を維
持し，またロシア臣民となった先住民を保護するため，
商会へ100人の軍人，また職人，武具師，船大工，医師，
司祭などを派遣すること，また日本，朝鮮，インド，
フイリピン諸島，スペイン，さらには先住民と交易を
する許可などを依頼した．そして商会の今後の活動の
ため，20年契約で50万ルーブルの貸し付けを要求した．
シェリホフは商会の資金のうち多くを居住地の建設に
費やし，毛皮を売ることで利益を得ていたが，キャフ
タ交易の閉鎖により，毛皮売買の利益がとだえ，政府
からの援助を必要としたのである．
このように，シェリホフはイルクーツク県知ヤコビ
を通じて政府からゴリコフ・シェリホフ商会への援助
と特権を得ようとした．
また1787年 6 月21日にヤコビはシェリホフの代理人
サモイロフとデラロフ （Delarov）19） に対し，アラス
カで発見した土地に対するロシアの所有権を主張する
ための秘密の指示を与えた（Tikhmenev 1979，No.4: 
17-18）．それによるとヤコビは，アラスカ海岸の土地
にロシアの紋章と，青銅の十字架と「ロシア領」とい
う銘の入った鉄製の板を置くこと，紋章を記した標識
を埋めた場所の近くに，その位置と埋めた深さを書い
た板をさらに埋めておくこと，また海岸線にそって地
図を作ることを指示した．また鉄製の板に関しては，
先住民の目に触れないように埋め，さらにロシア人に
対してもその位置を隠しておくこととし，外国船が渡
来した場合，この土地はロシアによって発見され，交
易権もロシアに属することを明示すべきであるとし
た．またロシア人乗組員の不足を補うために先住民を
雇う許可を要求したシェリホフに対し，ヤコビは，先
住民に対しその働きに見合う報酬を与え彼らを丁重に
扱うことを条件にこれを許可し，そうすることが商会
の利益につながるとともに，先住民が女帝陛下の統治
を受け入れ，ロシアへの服属を希望する契機になるだ
ろうと付け加えた．
一方，シェリホフの報告を受けたヤコビは1787年11
月30日にエカテリナ 2 世宛てにゴリコフ・シェリホフ
商会の活動を推奨する報告書を出し，ゴリコフ・シェ
リホフ商会に北太平洋における毛皮交易の独占権を与
えるよう要求した．またこの地域におけるロシアの活
動がクック探検隊によって世界に知られたこと，イギ
リスとの競争は紛争を招く可能性があり，ロシアの国
庫にとっての重要な資源が減少する可能性があると述
べた．彼はさらに外国船から侵略をうける危険性を指
摘し，ロシアは太平洋へ艦隊を派遣するべきだと力説
した（Andreev 1948，No.23: 250-265）．
こうしたヤコビの要望とは別に，シェリホフとゴリ
コフは1788年 2 月に自らペテルブルグへ赴き，エカテ
リナ 2 世に謁見し，願書を提出した （Andreev 1944， 
No.10: 85-89）．そのなかで，ゴリコフ・シェリホフ商
会が居住地を設けた地域における活動の独占権，政府
からの20万ルーブルの援助，またコディアック島の居
住地とアフォグナク島の要塞を強化するため，またア
メリカ海岸と千島に要塞を建設するため，100人程度
の軍隊の派遣を要求した．一方，商業委員会もシェリ
ホフが求める独占権，また20万ルーブルの貸し付けな
どを認めるべきことを進言したうえ，さらにシェリホ
フとゴリコフを表彰するべきだとした．
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1788年 9 月12日元老院は，シェリホフらの北太平洋
における活動を表彰し，金メダル，銀サーベルと賞状
を与えたが，彼らが望んだ20万ルーブルの貸し付けや
コディアック島やアフォグナク島への軍隊派遣，北太
平洋における狩猟と毛皮交易の独占権などは認めな
かった （Alekseev/Makarova 1989，No.79: 250-252）．
その理由としては，エカテリナ 2 世があらゆる独占
を廃止する原則を尊重していたこと，ロシアがヨー
ロッパの国々と戦争中であったこと，ゴリコフ・シェ
リホフ商会に対する賞賛に満ちた報告書への不信感，
また外国船が頻りに渡来する北太平洋地域を一つの商
会に任せることへの懸念，しかも政府関係者の誰もが
ゴリコフ・シェリホフ商会の活動を実際に確かめたこ
とがなかったことなどが推測される．
独占権を得ることはできなかったものの，その後も
シェリホフは積極的に活動を続け，北太平洋へ船を派
遣し，この地域にさらに居住地や要塞を設け，その活
動範囲を北太平洋全体へ拡大しようとした．
3.4　ロシア政府のアリュート人への対応
クック探検隊の 2 回目のカムチャツカ来訪の半年後
の1780年 1 月 2 日に，イルクーツク県知事クリチカ 
（Klichka） がアリュート人宛に，初めて直接，書簡を
出し，ロシアの紋章の扱い方を指示した （Khlebnikov 
1979: 133-134）．そこには，「ロシア臣民」であること
を示すことは，アリュート人の住居地を外敵から守る
ことに役立つので，ロシアの紋章の付いた標識を島々
の，特に船が停泊しそうな海岸の木につるすなどして
おくようエカテリナ 2 世が指示していること，ロシア
の紋章は他の国々にもよく知られ尊重されているの
で，標識を置いておけば，海岸を訪れた者は礼儀正し
く振る舞い，友好な態度で物々交換などを要求してく
るだろうから，アリュート人の利益につながる，とい
う記載があり，加えて，「ロシア臣民」となってエカ
テリナ 2 世の寛大さにふれ，ロシアへの忠誠を尽くす
べきであるという言葉も書き添えられていた．
しかし，その後もロシア商人や猟師たちの先住民に
対する不当な扱いはおさまらず，ロシア人から受けた
残酷な行為について訴状を出したアリュート人もお
り，地方長官やロシア政府はその取締りに乗り出した．
例えば，オホーツク長官ウグレーニン（Ugrenin）は
1787年 6 月15日に毛皮商会の関係者，アリュート人と
その首長宛てに文書を送った （Khlebnikov 1979: 134-
137; Bancroft 1970: 310-312）．そのなかで，ウグレー
ニンはアリューシャン列島を訪れるロシア人猟師に対
して，先住民を酷使せず丁重に扱うこと，彼らの意思
に背いて強制的に遠島へ連行してはならず，自分の意
思で遠島へ行く者についてはロシア人と同じように扱
うよう命令した．またウグレーニンは，ロシア人猟師
による先住民への暴力的な行為を政府が取り締まり，
発覚した場合は責任者を罰するべきであると断じ，法
律を定めて不正を取り締まる姿勢を示した．
他方，先住民に対して，ウグレーニンは， 3 人のア
リュート人20） から出された訴状に基づき，ロシア臣
民となったアリュート人とその首長に，ロシア政府が
猟師の残酷な行為を取り締まらなかったのは遺憾であ
り，訴状に対する適切な方針が決まるまで諦めずに，
先住民保護を重視するエカテリナ 2 世の姿勢を信じる
よう説いた．また先住民保護のための証明書を与え，
先住民には生まれた島にいる権利があるので，彼らを
強制的に遠島へ連行することを禁ずると述べ，またロ
シア人と同じく食糧を供給される権利もあると説明し
た．そして，先住民が「同じ人間」であり，「同じ女
王陛下の国民」であることをロシア人猟師に理解させ
る必要があると付け加えた．さらに今後ロシア人猟師
が先住民に対し残酷な行為をしたときには，その船や
猟師，商会の名前を記録し訴状として提出すれば，そ
の猟師は罰せられる，と確約し，先住民がヤサークと
して納めた良質の毛皮をロシア人猟師が悪質なものに
取り替えて政府に納める不正については，ヤサークと
して支払うすべての毛皮に印をつけるよう勧めた．
このように，ロシア政府はアリューシャン列島など
の先住民がロシア国民であることを明確に宣言し，彼
らをロシア人猟師の虐待から保護しようとした．
また1787年 8 月13日エカテリナ 2 世はイルクーツク県
知事ヤコビ宛てに勅令を下し，ロシア人猟師が北太平
洋の先住民に対して犯した残酷な行為について調査を
行い，虐待についての報告書をビリングスが航海に出る
際に渡すこと，また暴行や略奪を行ったロシア人猟師を
罰すること，ヤサークを徴収する猟師が残酷な行為をし
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ないよう警告することなどを命じた （Speranskii 1830，
No.16563: 881-882）．
3.5　ビリングスによる探検の実施
ムロフスキーの探検は中止になったものの，ビリン
グス探検隊は実施された．最初の任務はコルィマ河口
の調査，またコルィマ河口から船で北極海沿岸に沿っ
てチュコト半島まで航海することであった．探検隊は
1787年 5 月にコルィマ川に沿って河口まで達し，北極
海へ出ようとしたところ，氷河のため海岸に沿って進
むのが困難となり，コルィマ河口へ戻った （Sarychew 
1806: 33-38）．ビリングスは 7 月に再び北極海へ向っ
たが先に進めず，チュコト半島をよく知るコサック中
尉コベレフ（Kobelev）とチュクチ人ダウルキン
（Daurkin）を陸路でチュコト半島へ派遣し，自らは
オホーツクへ赴き， 2 艘の船を建造させた．
1789年 9 月ビリングスと士官ホールがそれぞれ指揮
する 2 艘の船がオホーツクを出帆したが，ホールの船 
（Dobroe Namerenie号）は雪嵐によって破損し，ビ
リングスの船（Slava Rossii号）だけが10月にカムチャ
ツカに到達し，越年した．一方ホールはオホーツクに
戻り船を修理してからカムチャツカに向かった．
1790年に第一航海が始まり， 5 月にはビリングスと
サルィチェフが指揮する船（Slava Rossii号）がカム
チャツカを出帆し，アリューシャン列島を廻り，ウナ
ラスカ島で食糧を補い， 6 月末にコディアック島に到
着した．彼らはそこでロシア人居住地の支配人デラロ
フと会い，居住地を見学し，食糧と水を補給した後，
アラスカ海岸の方面へ航海し，チュガチ湾の付近で調
査を行い，チュガチ （Chugach）人と交易をした 
（Sarychew 1807: 17-18）. 彼らはラッコ皮，矢，木製
の用具などを提供し，特にガラスの青玉との交換を望
んだ．交渉に際して，彼らは度々「アミコ」（スペイ
ン語amigo友だち）と「プレンティ」（英語plenty多い）
という言葉を使ったため，イギリスやスペインの船も
往来していることが推測された （Sarychew 1807: 22; 
Sauer 1969: 198 ）．
その後，ビリングス一行はカヤック（Kayak）島へ
立ち寄ってから，10月に再びカムチャツカへ越冬のた
め帰帆した．その間にホールもカムチャツカに到着した．
1791年に第 2 航海が開始され， 3 月11日ビリングス
はホールに，ベーリング島かウナラスカ島で落ち合う
こと，またスウェーデン船21） に遭遇した場合，なる
べく紛争を回避しつつ船と乗組員を守るよう指示した 
（Alekseev&Makarova 1989，No.97: 289-290）． 5 月に
は探検隊の準備も整い，ビリングスとサルィチェフが
率いる船 （Slava Rossii号）はペトロパヴロフスクを
出帆し，またホールが指揮する船 （Chernyi Orel号） 
はニジネ・カムチャツク（Nizhne Kamchatsk）から
出帆した．  
ビリングス一行はアリューシャン列島を調査しなが
ら， 6 月にウナラスカ島に到着した．先住民は新鮮な
魚を船へ持参し，彼らにとって欠かせない煙草を手に
入れるため，遠くから続々と集まった．ビリングスは
彼らに煙草やわずかな品物を贈り，自分たちの船がこ
の島へ戻ってくるまでに魚と漿果を干し，貯えていて
くれるなら，より多くの贈物を与えると約束した
（Sarychew 1807: 38-39）．
ビリングスはウナラスカ島で 2 週間待ったが，ホー
ルの船が到着しなかったため， 7 月に北上し，プリビ
ロフ（Pribilov）諸島などに立ち寄った後，ベーリン
グ海峡を通過してから8月はじめにチュコト半島のセ
ント・ローレンス（St. Lawrence）湾に到達した．乗
組員は着岸し，チュクチ人に歓迎された（Sarychew 
1807: 47）．
チュクチ人は1788年に初めて自らロシア人に交易関
係を樹立することを提案した （Sgibnev 1869  : 30）．
彼らは特に鉄と煙草を好み，ロシア人との交易を熱望
していた．その後ロシア人とチュクチ人は年に一度交
易することに同意した （Bogoras 1909: 700）．ビリン
グス探検隊への対応が示すように，この時期ロシア人
とチュクチ人の関係は良好なものとなっていたが，こ
れはチュクチ人ダウルキンがビリングス探検隊に加
わっていたことも，その要因の一つであったと考えら
れる．いずれにせよ，狐皮，海象の歯などをロシアの
煙草やガラス玉と交換するチュクチ人との交易活動は
活発化した．
その後ビリングスはチュクチ人の案内で陸路で海岸を
調査し，チュコト半島を通り，1792年 2 月にニジネ・コルィ
ム ス ク（Nizhne Kolymsk） へ 到 達 し た　（Alekseev 
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1975: 97）．
一方，船（Slavia Rossia号）はサルィチェフの指揮
下に置かれ，一行はチュコト半島の海岸を調査してか
ら，1791年 8 月にウナラスカ島に到着した． 9 月には
ホールの船 （Chernyi Orel号）も同島にやって来た 
（Sarychew 1807: 54）．サルィチェフとホールには，
ロシア領の先住民の人口調査，ヤサークの徴収の他，
贈物を通して住民の歓心を得ること，地元の名士にエ
カテリナ 2 世の名において金銀銅メダルを与えること
などの任務が与えられていた．
ウナラスカ島のアリュート人は干した魚，漿果を持
参し，約束通り交易のために集まってきたので，ロシ
ア人は彼らに褒美を与えた．サルィチェフらはウナラ
スカ島で越冬する準備をし，倉庫を建て，船にある食
糧と備品を貯蔵し，魚を持参してきたアリュート人に
煙草，針，やぎ毛を贈った．アリュート人はヤサーク
の納入を受諾し，初冬を期限として自ら徴収する約束
をした（Sarychew 1807: 55-56）．
1791年10月にアトカ（Atka）島の首長パンコフ
（Pankov）がウニマク島の親戚を訪れた後，ウナラス
カ島を訪れた．彼は金の房飾りのある薄赤の服を着て，
エカテリナ 2 世に与えられたベルベット帽子をかぶ
り，流暢なロシア語を話し，他の首長より知識が豊富
だった．ロシア人はパンコフからアンドレアノフ
（Andreianov）諸島の住民の人口などを教えてもらっ
た．またパンコフは，アンドレアノフ諸島から来た25
人のアリュート人が同行しており，各々が払うべきヤ
サークについて彼らと話し合った．一方ロシア人は彼
らに，エカテリナ 2 世の名においてメダルを配り，パ
ン コ フ に は 金 メ ダ ル と そ の 他 の 贈 物 も 与 え た
（Sarychew 1807: 55-56）． 
ビリングス探検隊は1792年の春，乗組員の半分が壊
血病によって死亡したにもかかわらず，アリューシャ
ン列島を正確に調査しながら，カムチャツカへ帰帆し
た（Alekseev 1975: 98-99）．
ビリングス探検隊により，東北アジア北部地域と北
太平洋地域の地図が作成され，航路の測量が行われる
など，海洋学上，地理学上の新しい知識が獲得された．
またチュクチ人との関係が改善され，アリューシャン
列島の先住民についての貴重な民族学的史料が集めら
れ，収集された語彙をもとに辞書が作られた．
また1791年にウナラスカ島で越冬した際，アリュー
シャン列島についての情報を得て，先住民人口の一覧
表が作成された．その結果，アンドレアノフ諸島や
フォックス諸島など20におよぶ島々における男性の数
は1178人に及ぶことが判明した（Makarova 1968:　
155）．また探検隊はアリュート人などに対するロシア
人の残虐行為についても調査し，猟師や先住民の言い
分を聞いた．
1789年にイルクーツク県知事ピリ （I. Pil） が元老院
に提出した報告書のなかには，シェリホフに同行した
副軍医ブリトゥコフ（Britukov）がビリングスに語っ
た，コディアック島でのシェリホフの先住民への扱い
に関する詳細な報告があった（Dmytryshyn 1988，
No.63: 379-382）．それによるとシェリホフ自身は，コ
ディアック島における先住民との関係が良好であるこ
とを強調したが，ブリトゥコフは，シェリホフが約5
百人の人々を殺害したこと，刑罰として人の首を切り，
また人々を並ばせ，一発の弾丸で一度に複数の人間を
殺そうとしたことなど，先住民に対する非常に残酷な
行為があったことを明らかにした．
このように，ビリングス探検隊は政府主体の探検隊
として，それ以前には主としてコサックや猟師しか活
動しなかったアリューシャン列島やアラスカ海岸を含
む北太平洋地域を綿密に調査し，先住民に対する不正
行為の取り締まりに着手した．
4 ．おわりに
本稿の課題は，18世紀後半北太平洋地域におけるロ
シア政府の探検を中心に，この時期のロシア政府によ
る「領土確保」政策の具体的な内容を明らかにするこ
とであったが，その要点は以下のようにまとめること
ができるだろう．
欧米諸国の北太平洋への進出以前から，ロシア商人
や猟師は北太平洋地域で利益の多い毛皮獣の狩猟を行
い，国庫を潤した．彼らの活動は，先住民から徴収す
るヤサークの増収，新たな土地や島々の発見にもつな
がったため，ロシア政府は商船隊の活動を支援したが，
先住民に対する残虐な行為も増加した．政府は，先住
民との間に友好的な関係を築くことが，紛争回避やヤ
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サーク税の増収など，安定した領土拡大につながると
考えて先住民を丁寧に扱うよう，商人や猟師に命じた
が，行政が確立していない遠隔地域にいる猟師らの行
動を管理することは困難であった．
一方クックの周航記が出版されたことをきっかけ
に，欧米諸国の船が北太平洋に姿を現すようになった
ことから，ロシア政府は，ロシア人の活動している地
域，また猟師が発見した島々や土地を本格的に領土化
し，ロシアの支配権を強化する必要に迫られて，ビリ
ングス探検隊とムロフスキー探検隊を計画した．
ムロフスキー探検隊は実際には派遣されなかった
が，両探検隊の調査方法を比較すると，ビリングス探
検隊では科学的調査に比重が置かれ，北太平洋地域の
自然や地理を科学的に踏査し，先住民の状況や商人の
活動を含めた現地の実態把握を行い，新たに発見した
島々や土地を極力穏便に領土とすることが方針となっ
ていた．
一方ムロフスキー探検隊は 4 隻の軍艦からなる軍事
的性格を帯びた組織であり，すでにロシア人によって
発見されていた北太平洋および千島の島々を正式にロ
シア領土として宣言するため，外国船を威嚇し追い払
うという実力行使も任務の中に含まれていた．また他
国が残した柱などを破壊し，他国の領土である痕跡を
消す作業も隊に課せられていた.
このように調査や任務遂行の方法に違いがあり，ム
ロフスキー探検隊では他国の痕跡を消去するなど，対
抗的な姿勢が見られたが，それ以上に，両探検隊の領
土確保活動には共通点も多かった．例えば，先占の条
件 3 に対応するものとして，発見した土地に「ロシア
領」であることを示す標柱やロシアの紋章を敷設し，
鉄製の板や十字架の設置による領土宣言を行うという
行動には大きな違いは見られなかった．また地方権力
の安定的な確保という先占の条件 4 に対応する，先住
民対策についても， 両探検隊に対してロシア政府が与
えた指令状では，先住民に対する懐柔政策が一貫して，
詳しく述べられていた．ロシア政府は，先住民と友好
的な関係を築くこと，先住民から好感を得ることが何
よりも重要であると見なし，そのため両探検隊は，先
住民に対して友好的な関係を築きつつ彼らの信頼を得
るよう命じられていたのである．こうした懐柔策は
クック周航記が現れる前からのロシア政府の方針では
あったが，指令状からは，その懐柔策がよりはっきり
と，またより先住民の感情を考慮したものになってい
たことも見て取れる．例えば，先住民のロシアへの服
属についても，首長の同意を得ることが条件として指
示されており，首長らにロシア人との「永遠の友好」
を示すメダルを与えるという新しい政策も実施されて
いた．もちろん，先住民にメダル与えることは，先住
民がロシア国民であることを他国に示威するという政
治的意図を持つものであった．
こうして， 2 つの探検隊に課された具体的な行動指
針を検討すると，ロシア政府が領土を確保するために
採用した政策は当時の国際法の理解に基づいたもので
あり，また領土確保を円滑かつ安定的に推進するため
に，先住民の自発的服従を促す政策を採用するように
なった，ということがあらためて確認できる． 
以上が本稿の主な結論である．なお，領土確保にお
ける商人の役割について付言すれば，上記の政府の探
検隊とは別に，北太平洋のロシア領土の確保と拡大の
ために大きな成果を挙げたのは，すでにアラスカ方面
で活動していた毛皮商人シェリホフであった．彼は
1784年にコディアック島に最初の居住地をつくり，さ
らにアラスカやアメリカ北西岸に向けて拠点を拡張し
ていた．それは政府の援助を受けない彼単独の行動
だったが，シベリ総督ヤコビは彼に，新たに進出した
土地にはロシアの標識を各地に設置するよう命じた．
エカテリナ 2 世の意向によって，シェリホフ商会には
北太平洋における狩猟と交易の独占権は与えられな
かったものの，商会は領土獲得にあたって政府がとっ
た方針を受け継ぎ，北太平洋における活動を続けた．
しかし，ビリングスの探検によって，先住民に対する
商会の不正な行為が発覚したため，猟師や商人による
野蛮な行為を防ぐために，ロシア政府は国が経営に関
与する組織に北太平洋地域の管理を行わせる必要性が
あると認識するようになった．それは，1799年にロシ
ア政府によって設立された特権独占会社「露米会社」
へと展開し，その動向は，その後の北太平洋地域の状
況を知る上で重要な位置を占めることになる.  した
がって，露米会社の成立過程を精査することは，本稿
が扱った時期の北太平洋地域の理解にとって不可欠な
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のだが，その作業は今後の課題としたい．また，日本
との関係でいえば，北太平洋におけるロシア政府の先
住民保護の姿勢は，ロシア人の千島南下の際の千島ア
イヌへの対応とも関係しており，これについても機会
をあらためて検討したい．
注
1）   猟師（promyshlenniki）は毛皮獣の狩猟者を指す．
2）  コサック（cossack）とは，15世紀以降，南ロシアな
どに住みついた農奴制から逃亡した自治的集団の自
由民で，騎兵としてロシア政府に仕え，シベリアな
ど辺境防備に当たった．
3）  北西航路とは，北大西洋から北米大陸の北岸に沿っ
て太平洋に出る航路のことをいう．
4）  アメリカ人はボストンから来た人が多かったため，
「ボストニアン」とも呼ばれた．
5）  欧米諸国の北西海岸と広東間の毛皮交易については，
例えばGibson，James R. （1992） Otter Skins，Boston 
Ships, and Chinese Goods: The Maritime Fur Trade 
of the Northwest Coast 1785-1841，Montreal，
Kingston，London: McGill-Queen’s University Press 
が詳しい．
6）  ビリングス探検隊を対象とした最近の研究としては，
探検隊員が観察した北太平洋における先住民の人口
激減とラッコの減少との関わりについて論じるJones, 
Ryan Tucker （2014） Empire of Extinction. Russians 
and the North Pacific’s Strange Beasts of the Sea, 
1741-1867, Oxford  : University Press, pp.138-169の
研究，またビリングス探検隊に直接加わった当事者
の報告書や日記を総合的に使用して，ビリングス探
検隊の全体像を捉えるOrdubadi，Diana （2016） Die 
Billings-Saryčev Expedition 1785-1795，Göttingen: 
V&R unipressの研究がある．これらの研究では「領
土確保」の詳細は触れられていない．
7）  本稿では，帝政ロシア国内の出来事に関する日付の
表記はロシア暦によるものとする．18世紀の日付に
関しては，このロシア暦の日付に11日を加えたもの
が新暦（グレゴリー暦）となる．なお，本文中に出
てくる地名については，論文の末尾に記載した地図
を参照．
8）  ベーリング探検隊以降のロシア人商人や猟師による
商船隊や毛皮狩猟活動を編年的に記録するBerkh，
Vasilii N. （1823） Khronologicheskaia istoriia otkrytiia 
Aleutskikh ostrovov，ili podvigi rossi iskogo 
kupechestva，St. Petersburg: N. Grechを参照．ベル
ク（1781-1834） は海運省の歴史家として，海運省や
官庁の史料を幅広く渉猟した．またロシア商人の活
動については，森永貴子 （2008） 『ロシアの拡大と毛
皮交易－16～19世紀シベリア・北太平洋の商人世界』
彩流社の研究が詳しい．
9）  毛皮商会の活動とロシア政府の毛皮商会への対応に
ついては，拙稿コラー・スサンネ （2004）「安永年間
のロシア人蝦夷地渡来の歴史的背景」『スラヴ研究』
第51号，pp.392-397を参照．
10）  レヴァショフとクレニツインの探検隊については
Black, Lydia （2004） Russians in Alaska 1732-1867，
Fairbanks: University of Alaska Press，pp.86-91を参
照．
11）  ヤサークを納めるという行為には，先住民がロシア
政府に対して服従を承認するという意味も含まれて
いた．
12）  チュクチ人はロシア人に従属せず，暫くの間独立性
を保っていたが，その後自らロシア人に接近する姿
勢を見せていった．チュクチ人とロシア人の関係に
ついてはBogoras 1909: 680-733を参照．
13）  クック探検隊は1779年 8 月に再びカムチャツカに来
訪した．クック探検隊のカムチャツカ滞在について
は，Sgibnev 1869: 21-26と秋月俊幸 （1999）『日本北
辺の探検と地図の歴史』北海道大学図書刊行会, 
pp.173-174を参照．
14）  ビリングスのように，クック第 3 次探検隊の構成員
のなかには，後にロシアの海軍に仕える者が何人か
いた．
15）  ビリングス探検隊は「ビリングス・サルィチェフ探
検隊」としても称される．
16）  メ ダ ル に つ い て はDurov，V.A. （1999） “Osvoenie 
Severo-Vostoka Rossii  i Russkoi Ameriki v russkikh 
nagradnykh medaliakh vtoroi poloviny XVIII　v.”，
K iubileiu Rossiisko-Amerikanskoi kompanii （1799-
1999） Rossiia + Amerika = 200let. Fedorova, S.G. / 
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Shikanova，I.S.  eds.  Moskva:Gosudarstvennyi 
istoricheskii muzei が詳しい．
17） M.S. GolikovはI.L. Golikovの甥であった. Pierce, Richard 
A. （1990） Russian America，1741-1867. A Biographical 
Dictionary，Kingston，Ontario: Limestone Press, p.174.
18）  シェリホフはコディアック島への航海，滞在につい
て記録を残している．Shelikhov，Grigorii  I. （1981） 
A Voyage to America，1783-1786. Pierce，Richard A. 
ed.， Ramsay， Marina  trans.，Ontario:  Limestone 
Pressを参照．
19）  ギリシャ出身のデラロフはサモイロフの後継者とし
てコデイアック島の居住地の支配人となった．
20）  訴 状 を 提 出 し た の は 軍 曹 ブ イ ノ フ（Aleksei 
Buinov），アンドレアノフ諸島の首長の息子ポルトフ
（Izosim Polutov）とフォックス諸島のアリュート人
アイウグニン（Tukulan Aiugnin）であった．
21） 1790年に北太平洋に一艘のスウェーデン船（メルクリー
号）が姿を現し，ロシア人を動揺させた．当時ロシアは
スウェーデンと対戦していたからである．実際は国籍を
隠すためにスウェーデン旗を掲げて航海していたイギ
リスの船だった．このイギリス船は清国における毛皮交
易を独占していたイギリス東インド会社を出し抜くた
め，国籍を隠していたと思われる．Howay，F.W. （1973） 
A List of Trading Vessels in the Maritime Fur 
Trade，1785-1825.Pierce，Richard  A.  ed.，
Kingston，Ontario: The Limestone Press，p.9.
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